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春から秋にかけて近海で行われている生鮮カツオ漁

の対象で、カツオに次ぐ漁獲がある初夏のビンナガ

の水揚げが潤沢だ。宮城・気仙沼市の気仙沼港や千

葉・勝浦市の勝浦港といった、夏季の太平洋側にお

ける近海カツオ漁の拠点港でまとまっており、不漁

だった前年同期に比べて好ペースを維持している。

主役のカツオの漁獲がややひと息ついている中、漁

業者関係者の助けとなっている。
（右欄上に続きます） （次ページ左欄上に続きます）

7月の行事予定
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組合の異動

6月初日組合員総数256社

27日セルフィッシュ（加盟）

7月初日組合員総数257社

初夏のビンナガまとまる 気仙沼や勝浦で

早くも前年実績超す （6月11日水産経済新聞）

【さかなの動き】チリ産ギンザケ 内販１２００円割れ

６/９㍀先安観で実需ベースの動き （6月10日みなと新聞）

気仙沼港では９日に一本釣り船を中心に６６０

トンというまとまった水揚げがあり、今年の累

計が４２８９トンに達した。早くも昨年の年間

実績（３７２７トン）を追い抜くほどの好調ぶ

りをみせている。同港では今年、前年より４日

早い５月１７日に一本釣り船とまき網船による

初水揚げが行われた。シケ前や勝浦港の休市な

どが重なったことで４１１トンの好スタートと

なったが、その後も餌の調達地であることから

ほぼ途切れなく１００トン以上の水揚げが続い

ている。今月９日までに一日８００トンに迫っ

たことも２回あり、気仙沼魚市場の卸売機関で

ある気仙沼漁協では「かなりいい滑り出し」と

喜んでいる。漁場は房総半島沖で、組成は７キ

ロ上中心と例年並み。群れも濃いため、漁船関

係者の見立てでは今月の末までまとまった水揚

げが続きそうだという。同港にとって夏の主役

といえば、２８年連続日本一の記録を有する生

鮮カツオに間違いなく、ともすればビンナガは

その“前哨戦”という位置付けになる。ただ、気

仙沼漁協ではビンナガを「市場の水揚げを支え

る重要魚種。なくてはならない存在」としてお

り、「このままできるだけ続き、よいタイミン

グでカツオに移行してくれれば最高」と、近海

カツオ漁が本格化する前にできるだけ漁が継続

することに期待を寄せている。一方、勝浦港で

も６月８日に一本釣り船１７隻が、ビンナガで

今シーズン最多となる一日３６７トンを水揚げ

した。平均価格もキロ４０９円と４００円台を

キープし、漁獲金額を大きく押し上げた。気仙

沼港と同様に、９日の時点で昨年の年間実績

（８０６トン）を上回る１２５３トンに伸ばし

ている。

６月初旬現在のチリ産ギンザケ（冷凍ドレス）の内販

価格は４／６ポンドサイズが前月中旬からキロ２０円

安の１２３０円、６／９ポンドサイズが２０～４０円

安の１２００～１１８０円だった。生産者や商社によ

ると、現地価格としてキロ７・８～７・５ドルが一つ

の指標となったことに加え、関係者の間で為替相場が

円高に振れる可能性に意識が高まったことが背景にあ

る。足元の動きについて、商社は「先安観から必要な

分だけを仕入れる実需ベースの動きになった」と説明。

５月は３～４月と比べてスローペースだったと指摘す

る声が上がった。別の商社は「焦って売るような在庫

状況ではない」と指摘する。今後の相場は横ばいで推

移するとの見解を示した。５月６～８日にあったスペ

イン・バルセロナでのシーフードショーにおける新物

価格は７・８～７・５ドルと、展示会前に出た価格帯

と同様の水準だった。財務省令で定める外国為替相場

（課税価格の換算）によると、今月８～１４日の為替

相場は３月同週より５・５９円円高の１ドル＝１４

３・８７円になった。生産者は「７・５ドルと足元の

為替相場から算出するコストが雑音になっている」と
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（株）時事通信社が集計した東京・豊洲市場５月

の生鮮大物売場、国内物の入荷本数は３３１４本

で、前年同月比１６・４％増加した。マグロ（ク

ロマグロ）の天然物と養殖物が増加したが、メバ

チとキハダは前年を下回った。マグロ全体の入荷

本数は前年同月比２８・１％増の３１６７本で、

このうち天然物は２４・１％増の２９３１本だっ

た。各地からの定置網物がまとまり、主力の佐渡

産は５９３本（前年同月１本）と不漁だった昨年

から一変して、過去１０年でも２０１５年（９９

７本）に次ぐ２番目の多さだった。このほか定置

網物は、七尾など能登半島主体の石川産が８７本

（なし）、萩や仙崎などの山口産が７６本（１８

本）、島根産が３０本（１０本）、京都・舞鶴産

が２７本（１８本）と各日本海産は増えたが、北

海道・噴火湾産は１４２本（２４９本）と減少し

た。佐渡の定置物に次いで多かったのが、深浦や

三厩など青森の釣り物で５５２本（１６７本）。

はえ縄物を主体とする産地は、石垣島を含む沖縄

産が２８８本（２１１本）、塩釜主体の宮城産が

２３０本（１９６本）、銚子産は１０５本（３２

本）、大船渡などの岩手産が９５本（５本）、房

州勝浦産は３０本（なし）と、いずれも入荷は好

調だった。珍しい日本海産のはえ縄物も山形産が

６０本（１本）、秋田産が３７本（１５本）あっ

た。各地、各漁法物が増えた一方で、釣り、定置

を主体とする壱岐などの長崎産は８０本（２１８

本）、はえ縄主体の那智勝浦などの和歌山産は７

４本（１３２本）と、ともに数を減らした。急増

した定置や釣り物と対照的に、まき網物は主力産

地が減少。塩釜産が１８８本（７９５本）、鳥

取・境港産が１６４本（２３２本）と大きく前年

を下回った。

（次ページ左欄上に続きます）（右欄上に続きます）

（次ページ左欄上に続きます）

５月国内生鮮大物 豊洲

マグロは定置物まとまる （6月12日水産経済新聞）

定置物など競合品の増加で卸が集荷を抑えたほか、

境港産は「大手スーパーとの直接取引などが活発化

している」（卸会社）ため。まき網物はこのほか、

少量だが福島産が９本（なし）、京都産が４本（な

し）、銚子産が２本（なし）あった。サイズ別のセ

リ値（発表値の平均）は、まき網物以外の大型（１

００キロ以上）がキロ４０８０円で１８・１％安、

中型（１００キロ未満４０キロ以上）が３４２０円

で５・７％安、小型（４０キロ未満）は１８７９円

で１９・５％安だった。まき網は、大型が２３１９

円で１１・１％安だった。月間の最高値は７日に入

荷した房州勝浦産のはえ縄物（１６０・０キロ）で、

１万２０００円だった。なお、潤沢な入荷が続いた

下旬は下げ場面が目立ち、定置物の小型などは１２

００円前後にまで下げるケースもあった。養殖マグ

ロのセリ場売りは２３６本（前年同月１１０本）と

約２倍に増加。産地別の内訳は、主力の長崎産が１

５９本（５０本）、高知産が４７本（２６本）、愛

媛産が１２本（５本）、奄美産が７本（９本）、三

重産が３本（１８本）、鹿児島産が３本（なし）な

ど。セリ値は発表されなかったが、実勢取引価格は

７０キロ上サイズが３５００～３３００円、５０キ

ロ上サイズが３２００～３０００円、４０キロ下は

３０００～２８００円前後。相対売りも引き続き旺

盛で、休み明けの月曜日、木曜日などは一日に５０

本以上が取引されていたが、天然物の増加を受け前

月比では減少したもよう。メバチ全体の入荷本数は

６８本（８３本）と１８・１％減少。主力の那智勝

浦産は３７本（３１本）と微増したが、小笠原産は

１２本（４５本）に減少。昨年は少なかった宮城・

塩釜産は１７本（１本）に回復した。発表されたセ

リ値の平均は１５６５円と２４・１％安だった。キ

ハダ全体の入荷本数は７９本（２９１本）で７２・

９％減少。八丈島、三宅島などの伊豆諸島産が６４

本（２４６本）と減少したことが主な要因。前年に

２６本あった沖縄産は１２本にとどまった。発表さ

れたセリ値の全体の平均は、１２０５円で２０・

９％高だった。

北上群の小ガツオがみえずペースが上がらない中、拠

点としている一本釣り漁船の収入を支えている。
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（次ページ左欄上に続きます）（右欄上に続きます）

（次ページ左欄上に続きます）

５月輸入生鮮大物 豊洲天然インドマグロ

半分以下に急減 （6月12日水産経済新聞）

（株）時事通信社が集計した東京・豊洲市場５月の

生鮮大物売場、輸入物の入荷本数は７１２本で、前

年同月比４１・３％減少した。マグロ（クロマグ

ロ）とメバチは増加したが、インド（ミナミマグ

ロ）の減少が響いた。マグロ全体の本数は１０４本

（前年同月８９本）に微増。前年にセリ場に入荷の

なかった養殖物のメキシコ産（４６本）が再開した

ため全体では増加に転じたが、天然物ではニュー

ジーランド（ＮＺ）産が３３本（前年同月６２本）、

豪州産が２１本（２７本）といずれも減少した。ま

た、５年ぶり入荷となるマルタ産（天然）が４本

あった。セリでは、ＮＺ産は高値がキロ７０００円

（前年同月７３００円）、平均値が３９００円（４

４２０円）。豪州産は１本値で３８００円（高値４

０００円、平均値３６２８円）と全般に下落した。

ただし、ＮＺ産については、色持ちが期待できるは

え縄で漁獲されたこともあり、販売はおおむね好調。

競合する国内物が、はえ縄物より身質評価で不利に

なりやすい釣り物と定置物が多かったことで指名買

いされた。マルタ産と養殖物のメキシコ産は全数不

成立だった。天然インドは４５８本（１０４５本）

で約５６％減少。主力のＮＺ産が２９７本（８６４

本）と急減した一方、豪州産は１６１本（１８１

本）と緩やかな減少にとどまった。ＮＺ産は、前年

と比べ操業ペースが落ちて漁獲量自体が減ったほか、

航空便で出荷する直前に「何らかの事情で日本向け

が見送られたケースがあった」（輸入業者）もよう。

豪州産は例年より１か月ほど早いスタートを切り、

タスマニア漁場の魚が月初にまとまった。また、同

産養殖物の入荷はなかった（前年同月６本）。販売

面では両産地物とも振るわず、ＮＺ産は高値が５０

００円（６０００円）、平均値が２６６３円（２８

０５円）と下落した。前述の出荷の直前キャンセル

が大型連休中に発生したこともあり、

入荷を期待していたセリ参加者から「買う予定

だった物がセリ場に並ばず、困惑している」と不

評を買い、以降の販売にも影響を与えた。豪州産

は高値が４７００円（４２００円）、平均値は２

９５８円（２４５６円）と数値上は上伸したが、

相場発表されたのは一部の上品１９本のみで、セ

リ残品となった赤身系並品は、１５００円前後の

安値で引き取られた。メバチは全体で１５０本

（７１本）と２倍近く増加。すべて豪州産（６８

本）だった。セリでは、高値は４５００円（４６

００円）、平均値は２６７３円（２８１７円）と

下落したが、国内メバチの品薄や天然インドの良

品不足を受け、買い気はおおむね良好だった。

マグロ情報 豊洲５月 赤身に不足感がじわり

台湾減船の影響に影 （6月13日水産経済新聞）

豊洲市場における５月の冷凍大バチ（４０キロ

上）の上場本数は１万１７７３本で、前年同月か

ら１２％増加した。営業日数が昨年より１日多

かったうえ、今後の入荷減を見越して赤身需要が

じわじわと増している。ただし、数量が最も多い

西経・太平洋銘柄（６７４３本）の公表値キロ当

たり中値は１００７円（前年同月比２％安）で、

４月の１０４９円から若干下落した。相場は「大

型連休明けから良品が減った」（関係者）ことも

あり、中値が１０００円を割る日もあった。その

一方で、台湾の減船を受けて原魚の確保が急がれ

ており、赤身に不足感が生じているという。冷凍

キハダのインド洋台湾船の一船買い価格（外貨）

は、５月中旬に２５キロ上が７００円へ上方修正

された。いずれ中バチ、大バチへと波及し、相場

は底堅く推移していくと予想される。超低温冷蔵

庫の空きを待つ運搬船は、昨年や一昨年の深刻さ

から解消されつつある。台湾船の荷が減ったこと

や、高騰するデマレージを回避する動きだけが要

因ではない。昨年は運搬船の稼働が停滞し過ぎて、

大西洋操業船の補給にも影響。
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（右欄上に続きます）

市場価値の高いアイルランド産クロマグロの操業

開始を遅らせざるを得ない船が続出した。運搬船

の隻数も年々減っている。スケジュール通りに動

いてもらう重要性がさらに増しており、荷揚げを

急ぐための連携が強化されている。

生鮮は大型に偏重 生鮮クロマグロの入荷本数は

３１６７本（２８％増）で、天然物は２９３１本

（２４％増）だった。このうち、まき網物は３６

７本（６４％減）に急減した。定置物がまとまっ

たことで集荷が抑えられたほか、量販店との直接

取引も進んでいる。また、本来ならば荷がまとま

る輸入生鮮ミナミマグロも４５８本（５６％減）

へ減少した。まき網、輸入物が抑えられたにもか

かわらず、単価面では厳しい。定置と釣り物の大

型（１００キロ以上）が１８６８本（８２％増）

に偏ったためだ。扱いづらく、飽和状態に達した。

潤沢な入荷が続いた下旬は特に影響が大きかった。

はえ縄や釣り、定置物のセリ値（発表値の平均）

は、大型が４０８０円（１８％安）まで下がって

いる。

総務省は６日、家計支出（家計調査報告、２人以

上の世帯）の２０２５年４月分を発表した。消費

支出全体は実質（消費者物価指数で補正して比

較）前年比０・１％の微減の中、食料は外食や生

鮮野菜の増加が寄与して８か月ぶりの実質増。た

だ、魚介類は３か月連続の実質減に終わった。魚

介類は５８８９円で、実質１・９％減・名目２・

６％増だった。魚肉ねり製品のみが実質増だった。

ただ、生鮮魚介も名目増に転じたことで、魚介類

の各区分すべて名目増となっている。内訳をみて

いくと、生鮮魚介が３１９６円で実質３・３％減・

名目１・３％増。塩干魚介が１１１８円で実質１・

３％減・名目４・８％増、魚肉ねり製品が実質１・

９％増・名目３・５％増、他の魚介加工品は８８５

円で実質０・６％減・名目３・９％増となった。

家計支出調査４月 食料久々実質増も魚介類

は減少 生鮮は名目プラス転換 （6月13日水産経済新聞）

生鮮魚介類のうち金額で５０円以上あり名目増減

（以下のカッコ内はいずれも名目増減）で前年比

減が目立ったのはホタテ（４０・６％減）、ハマ

チ含むブリ（１６・５％減）、イカ（５・５％

減）。減産などによる浜高が響いた形となった。

一方、支出金額が５０円以上ある中では、サバ

（１５・２％増）、カツオ（１６・６％増）、タ

イ（１０・９％増）などが伸び率上位でいずれも

２ケタ増となっている。

ウナギ蒲焼１５％増 塩干魚介では、明太子含む

タラコ（２１・１％増）、干アジ（１５・９％

増）が大きく名目でプラス。魚肉ねり製品は他の

魚肉ねり製品（１６・２％増）、チクワ（８・

９％増）が名目増。他の魚介加工品はカツオ節・

削節（８・７％増）、魚介の缶詰（７・８％増）

が名目増としている。調理食品のウナギの蒲焼は

１６０円（１５・１％増）。中国産の先安感から

使われ、名目増は２か月連続となった。外食の増

加基調が続く中、寿司は１３８３円（１６・７％

増）と２か月連続で名目２ケタ増となった

（次ページ左欄上に続きます）

サバ情報 ノルウェー産、

新物価格３割高 うかがう （6月16日水産経済新聞）

ノルウェー産大西洋サバの新物価格は、過去最高値

となった２０２４／２５シーズンに比べて最大３割

上昇するとの見方が浮上している。漁獲枠削減や原

料在庫の逼（ひっ）迫、クローネ高が重なり、価格

上昇圧力が強まっている。原料の一段高は日本、韓

国など主要市場で需要減退を招く可能性がある。ノ

ルウェー水産物審議会（ＮＳＣ）が９日に韓国・ソ

ウルで開いたセミナーで、同市を拠点とするサバ輸

入業者・韓外海運の洪庸碩氏が「ノルウェーパッ

カーは価格が２０～３０％上昇すると予想してい

る」と述べた。一方、ノルウェーの一次加工業者の

経営幹部は５月下旬にタイ国・バンコクであった食

品総合見本市「タイフェックス」で、
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アンダーカレントニュース（ＵＣＮ）に対して、

「漁獲枠の減少により浜値（入札価格）の上昇圧力

が一段と高まる」との認識を示した。同幹部は先週、

韓国で開催の「ソウル国際食品産業展」で、「２～

３割の価格上昇は需給バランスや為替を考慮すれば

妥当な水準」と述べた。クローネ高が一次加工業者

の採算性を悪化させているとも指摘した。２４／２

５シーズンの原料在庫をめぐって、同幹部は「ノル

ウェーには（自国での）フィレー加工向けしか残っ

ていない」と強調。ベトナムや中国など第三国加工

拠点でも在庫水準は低く、１０月までには払底する

見込み。「新物はヒネ物がなくなるタイミングで加

工拠点に搬入される見通しで、綱渡りの供給が続

く」と付け加えた。

新物供給綱渡り 消費減退の恐れ 新シーズンは８

月から漁獲が本格化する。国際海洋探査委員会（Ｉ

ＣＥＳ）は昨年９月、北東大西洋サバの２５年の漁

獲枠について前年比２２％減の５７万６９５８トン

とするよう勧告している。洪氏はセミナーで２６年

の漁獲枠について「さらに減少する可能性がある」

と指摘した。原料の高騰は消費減退につながる恐れ

もある。韓国のサバ加工大手トップはＵＣＮに「現

在の価格水準でも小売業者から高すぎるといわれて

いる」と明かし、原料買い付け価格がトン当たり３

１００～３２００ドルを超えれば危険水域に入ると

述べた。 ノルウェー産サバの消費は日本、韓国の

順に多い。ＮＳＣのポール・ツァイ水産アドバイ

ザーはセミナーで、韓国の消費量（原料換算）は６

万６０００トンで、うちノルウェー産が６８％を占

めると述べた。韓国のサバ類水揚量は昨年、約１４

万トンだった。ただ９割は３００グラム未満の小型

魚だったため、８万２００トンがナイジェリア、

ガーナ、スペインに輸出された。ＮＳＣは国内食用

向けに仕向けられたのは同国漁獲の１０～１５％に

とどまったと分析している。

フィレー需要拡大 ＥＣ販売が成長 輸入製品形態では、

釜山をはじめ韓国南部の労働力不足を背景に、冷凍フィ

レーの需要が高まっている。

フィレー需要拡大 ＥＣ販売が成長 輸入製品形態

では、釜山をはじめ韓国南部の労働力不足を背景に、

冷凍フィレーの需要が高まっている。ノルウェー産

フィレーの昨年の輸入量は原魚換算で８５００トン。

加工地はインドネシアが全体の３５％、ベトナムが

２３％、中国が１６％、ノルウェーが２４％を占め

た。１６年からは、骨なしフィレーが冷凍市場で存

在感を急速に高め、シェアは約２５％に達している。

ＮＳＣが業界関係者に行った調査によると、韓国小

売市場のノルウェー産の製品構成は、フィレーが５

５％、解凍塩サバが３５％、調理済みが１０％だっ

た。ＮＳＣは２４年の韓国のサバ消費の９割は家庭

で行われたと分析。販売チャネル別には、スーパー

などの小売が６０％、オンラインサイトが３０％を

占め、日本と比較してオンライン比率が高いと報告

した。

韓国で電子商取引（ＥＣ）サイトを通じた水産物の

購入が急拡大しているのは利便性が高いためだ。最

大手クーパンは注文翌日の未明には玄関先に届ける

従来のサービスを強化し、注文後数時間内に配達す

る「ロケット・デリバリー」を構築している。ロ

ケット・デリバリー」は現在、主要３０都市に１０

０か所以上の物流拠点をもつ。人口の７割超が同社

配送センターの半径約１０キロ圏内に位置しており、

２６年までに３兆ウォン（３１００億円）を投じて

離島を含めた全国民が同サービスを利用できるよう

にする。一方、ノルウェー産サバは中国でも需要が

増している。中国の大西洋サバ消費量は２４年に１

万２０００トン水準に達し、過去５年で３５％増え

た。若年層を中心に、味付け不要で調理が簡単な製

品が支持を得ているという。

（右欄上に続きます） （次ページ左欄上に続きます）

【さかなの動き】上乾チリメン 卸値下落３３００円

大阪本場播磨灘の漁始まり不安感和らぐ （6月12日みなと新聞）

大阪本場における６月上旬の上乾チリメンの中心

卸値は、キロ３３００円で推移。高値は前月上旬

に比べ７００円、安値は２００円下落した。
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品質の劣る製品がほとんどで、３日から播磨灘での漁

が始まったことで市場内にあった不足感が一部解消し

た。シラスの主な水揚げ産地は大阪、兵庫、香川、愛

知、茨城などの各府県。入荷産地は大阪、兵庫が中心。

魚種はウルメイワシとマイワシで、魚体が３・５セン

チの中サイズ。体色がクリーム色で、身が太く、脂が

ある。仲卸の買い付け意欲は、前月より相場を下げた

ことで全体的に強くない。「播磨灘の漁が始まり、今

後の相場の続落を予想する。必要な量を買い付ける程

度」と卸筋。量販店・スーパーなど小売サイドは相場

が下がったこともあり、５月から販売に力を入れてい

る。創作チリメンなどの加工メーカーやホテル、飲食

店などの業務筋の引き合いは依然強い。国内外の観光

客数が多いためだ。卸担当者は今後の相場について、

総体的に弱気配と見通す。「６、７月は順調な水揚げ

が続くだろう。キロ２５００円前後まで下がりそう

だ」と話す。なお、釜揚げの中心相場はキロ１４００

～１３００円。

【養殖・産地市況】 養殖ブリ１３００円維持

鹿児島産 （6月12日みなと新聞）

鹿児島県内の養殖ブリ（中心サイズ３・５キロ）

の中心浜値は６月上旬、前年同期比５００円高の

キロ１３００円で前月と変わらず。中心サイズは

例年より小ぶり。季節的に販売が停滞する時期で

はあるが「高値感から鈍い動き」（産地筋）。夏

季に向け心配される赤潮については「今年は水温

が昨年より低め。６日現在、赤潮が発生していな

い一因だろう」（同）。同産地は近年、相次ぐ赤

潮から、へい死や餌止めによる成長不足に苦しん

だ経緯がある。近年、増加傾向の赤潮が減れば“へ

い死”減に加え「成長不足で悩む１尾サイズが“例

年並み”に戻る可能性が高まる」

養殖マダイ保合い９３０円 愛媛産 愛媛県産養

殖マダイの６月初旬の産地相場は、ほぼオールサ

イズでキロ９３０円。この相場は１２カ月連続。

９００円台の相場は２０２２年９月から３４カ月

連続で高値安定を更新している。物価が上昇する

中で、消費者の節約志向も強く、消費の動きはあ

まり良くない。
（右欄上に続きます） （次ページ左欄上に続きます）

生産コストの上昇から値下げには消極的で今後も

高値相場は続くと思われる。愛媛県漁協の担当者

は「相場は前月と同じで変わっていない。物価が

上がっており、消費の動きはあまり良くない。天

然物の水揚げも今後、増えてくる。相場は当面、

保合いが続くのではないか」と話す。一方、養殖

マダイの４月の韓国向け輸出量は前年同月比５・

８％増の５７５トン。金額は４・２％増の５億７

３６２万円。平均単価は１５円安の９９８円。

養殖カンパチ１６５０円で変わらず 鹿児島産

鹿児島県の養殖カンパチ主要産地の基準浜値は６

月上旬、キロ１６５０円と前月から保合い。前年

同月比は１５０円高となっている。販売状況につ

いて産地筋は「高値感からやや鈍い状況は前月と

同じ」。現在池については「在池量は少ない。水

温が昨年より低く、成長が例年より鈍い。中心サ

イズもいまだ１尾４キロ以下」と話す。今期新物

については「例年より開始が遅く、尾数はさらに

目減りする見込み。近年は安定的に良質な種苗が

入るか否か、常に不安を持っている。人工種苗の

導入を促進したい」（産地筋）。

【養殖・豊洲市場】 新物養殖ブリ最高値更新

養殖カンパチ入荷減で２割高 （6月12日みなと新聞）

６月上旬現在における東京・豊洲市場の養殖ブ

リの中心卸値は前月に達した「過去最高値」

（卸）をさらに更新した。前月より５０円高いキ

ロ１７００～１６００円になった。卸によると、

入荷量は前年同期比２～３割減の水準。産地は高

知中心だった。サイズは１尾２～３キロ。従来は

６～７月が多い新物への切り替えが、３年魚が少

なかったため５月へ前倒ししていた。養殖カンパ

チの中心卸値は２０００円だった。前年同期比２

割高で推移し、入荷ペースは「２～３割減」と卸。

産地は鹿児島、サイズは１尾３～４キロだった。

活締めは３～４割高の２４００円で推移する。別

の卸は「フィレーを使う量販店が値段についてこ

れていない。
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一方、ラウンドは仲買が活締めから野締めに切り替え

る動きがあり、増えた」と語った。養殖マダイの中心

卸値は前月並みの１０００円前後だった。入荷ペース

は前年同期比１割減。卸は「天然の水揚げや大型連休

の反動による節約志向が背景にある」と説明する。

大阪本場 養殖ブリ７０円上昇 養殖カンパチは

今後強含み 大阪本場における６月上旬の養ブリ

（産地締め）のキロ当たりの中心卸値は１６００

円で、前月上旬に比べ７０円増えた。浜値アップ

に伴い相場は上昇。産地は高知県と鹿児島県で、

２・５～４キロサイズの新物を取り扱う。荷動き

は総体的に鈍く、特にフィレーの引き合いが弱く

なっているという。今後の相場は浜値次第だが、

ジリ高で推移しそう。養ハマチ（活魚）は保合い

の１７００～１６００円。高値が前月上旬並みで、

安値は１００円高。産地が限られ、浜値は上がっ

ており、底値を押し上げた。平均サイズは２・５

キロ。主な産地は高知県。高値のため固定客が買

い付ける。今後の相場はジリ高か保合いと見通す。

養カンパチ（活魚）は保合いの２２５０～２００

０円。産地は高知、愛媛、鹿児島、宮崎の各県で、

平均サイズは３・７～３・８キロ。引き合いは前

年並み。今後の相場は強含み。

養マダイ（活魚）の中心卸値は保合いの１３５０

～１０５０円。平均サイズは１・５キロで、主産

地が愛媛、高知、熊本、和歌山などの各県。高値

安定の相場で売れ行きは鈍い。今後の相場は保合

【さかなの動き】カキ 広島むき身生産が終了

来期は１０月２０日開始 （6月13日みなと新聞）

広島産マガキのむき身生産は５月末で終了した。

例年は６月まで行っていたが、カキ殻の排出削減

のため、前期と同じく１カ月ほど早めた。来期の

むき身生産・出荷は１０月２０日から翌年５月３

０日までの計画だ。今期の広島産むき身生産量は

前期並みかやや減少したもよう。年内はへい死が

特に目立ったが、春先以降は歩留まりが上向き、

身入りも良好で例年並みの生産に持ち直した。

なお、５月後半の中心浜値は１本（推定１５～１６

キロ）１万９０００円前後で前年同期より若干安

かった。宮城県漁協のむき身共販は６月上旬現在、

日量２～２・５トンが上場し、１本（１０キロ）９

０００～５０００円で取引されている。数量は前年

同時期の２倍、価格は４～５割安で推移。今期のむ

き身生産は６月末に終了する見込み。韓国産冷凍カ

キ（主にむき身）の４月輸入数量は前年同月比２％

増の１０５３トン、平均単価は２％高のキロ１００

２円（ＣＩＦ）で過去最高値だった前年同月より

６％安。為替レート（円高）も下げの一因。今年の

輸入量は２４年実績（３８０４トン）を下回る見通

し。値上げでカキフライ市場が縮小し、ヒネ在庫が

残っている。

『こちら漁況情報部』生鮮サバ５月水揚量３５％減

太平洋落ち込み顕著 （6月13日みなと新聞）

漁業情報サービスセンターによると、全国主要漁

港における生鮮サバ類（マサバ、ゴマサバ含む）

の５月の水揚量は前年同月比３５％少ない１万２

５８３トン（速報値）だった。最多は鳥取・境港

で５３０２トン（前年同月比１１％減）で、２５

４３トン（同２６％増）の長崎・松浦と日本海物

が目立った。太平洋側は宮城・石巻が９２％減の

２７５トンとなるなど減産が顕著だった。太平洋

系サバ類資源は、政府の直近（２０２３年漁期）

の評価上、前年より６５％減っている。以前は巻

網で安定生産を誇った千葉・銚子の水揚げは、前

年１２７トンあったが皆無となった。石巻では

「前年より水温が低かった」（同センター）ため、

主力である底引網の操業深度より浅場にサバが移

動していた可能性もある。水産研究・教育機構に

よると今年、太平洋系マサバの１～２歳魚は近年

平均より少ないもよう。２３年漁期の漁獲実績より大

きな漁獲可能量（ＴＡＣ）が７月以降設定されるが、消

化できるか不明だ。近年、環境条件に恵まれ、卵や仔稚

魚の生き残りが多い日本海側の群（対馬暖流系）が５月

も水揚げの主役に。未成熟な１歳魚が中心で「１歳魚は

前年より小型。大型魚も前年より少なかった」（同）。

（右欄上に続きます） （次ページ左欄上に続きます）
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紀文食品、ねり製品など値上

９月から５～１５％ （6月13日みなと新聞）

最大手ねりメーカーの紀文食品（東京都中央区、

堤裕社長）は１２日、９月１日店着分から市販用

ねり製品や惣菜、正月商品の一部を値上げすると

発表した。価格改定率は約５～１５％。ねり製品

は１４５アイテムが対象となる。惣菜製品はレト

ルトおでんなど５９アイテムが値上げ対象。値上

げは商品によって単純値上げと、規格変更に伴う

実質値上げを使い分ける。原材料や資材費、物流

費、エネルギー費、人件費など各種コストの高騰

が背景。

豊洲５月輸入生鮮大物 天然ミナミマグロ半分

以下に NZ産、出荷直前で見送りも （6月17日みなと新聞）

時事通信社が集計した東京・豊洲市場５月の生鮮

大物売り場、輸入物の入荷本数は７１２本と前年

同月比で４１・３％減少した。クロマグロとメバ

チは増加したが、ミナミマグロの減少が響いた。

養殖クロマグロ メキシコ産増 クロマグロ全体

の本数は１０４本（前年同月８９本）に微増。前

年にセリ場に入荷のなかった養殖物のメキシコ産

（４６本）が再開したため全体では増加に転じた

が、天然物ではニュージーランド（ＮＺ）産が３

３本（同６２本）、オーストラリア産が２１本

（同２７本）といずれも減少した。また、５年ぶ

りの入荷となるマルタ産（天然）が４本あった。

セリでは、ＮＺ産は高値がキロ７０００円（同７

３００円）、平均値が３９００円（同４４２０

円）。豪州産は１本値で３８００円（同高値４０

００円、平均値３６２８円）と全般に下落した。

ただし、ＮＺ産については、色持ちが期待できる

延縄で漁獲されたこともあり、販売はおおむね好

調。競合する国内物が、延縄物より身質評価で不

利になりやすい釣物と定置物が多かったことで指

名買いされた。マルタ産と養殖物のメキシコ産は

全数不成立だった。 天然ミナミマグロは４５８

本（前年同月１０４５本）で約５６％減少。

主力のＮＺ産が２９７本（同８６４本）と急減し

た一方、豪州産は１６１本（同１８１本）と緩や

かな減少にとどまった。ＮＺ産は、前年と比べ操

業ペースが落ちて漁獲量自体が減った他、航空便

で出荷する直前に「何らかの事情で日本向けが見

送られたケースがあった」（輸入業者）もよう。

豪州産は例年より１カ月ほど早いスタートを切り、

タスマニア漁場の魚が月初にまとまった。また、

同産養殖物の入荷はなかった（同６本）。 販売

面では両産地物とも振るわず、ＮＺ産は高値がキ

ロ５０００円（同６０００円）、平均値が２６６

３円（同２８０５円）と下落した。出荷の直前

キャンセルが大型連休中に発生したこともあり、

入荷を期待していたセリ参加者から「買う予定

だった物がセリ場に並ばず、困惑している」と不

評を買い、以降の販売にも影響を与えた。豪州産

は高値がキロ４７００円（同４２００円）、平均

値は２９５８円（同２４５６円）と数値上は上伸

したが、相場発表されたのは一部の上品１９本の

みで、セリ残品となった赤身系並品は１５００円

前後の安値で引き取られた。

メバチは国内の品薄で豪産買い メバチは全体

で１５０本（前年同月７１本）と２倍近く増加。

すべて豪州産（同６８本）だった。セリでは、高

値はキロ４５００円（同４６００円）、平均値は

２６７３円（同２８１７円）と下落したが、国内

メバチの品薄や天然ミナミマグロの良品不足を受

け、買い気はおおむね良好だった。（時事）

（右欄上に続きます） （次ページ左欄上に続きます）

市場動向 豊洲シラス干、大阪チリメン
（6月20日水産経済新聞）

豊洲 瀬戸内本格化で増加 売価反映にやや時間

東京・豊洲市場におけるシラス干入荷は近年、淡路島

周辺を中心とした瀬戸内海の獲れ高次第となっている。

２０２５年シーズンも大阪湾のシラス漁の本格化に加

えて、３日の播磨灘解禁、１０日の広島解禁などを受

けて入荷が順当に増えてきた。岡山や香川なども加

わって、１２日には今季最多となる一日７４トンの新

規上場が認められた。
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（右欄上に続きます）

マイワシの稚魚（マシラス）中心の春漁が親魚の

資源量ほど振るわない年が続くほか、東海地方や

南九州などのかつての入荷の主産地からが乏しい

状況となる中、６月から本格化する瀬戸内海の漁

は豊洲市場入荷のまさに生命線となっている。春

先の漁が例年になく低調で大型連休明けもまと

まった漁がなく、高値でキロ３０００円をうかが

う寸前まできたが、瀬戸内海の漁の本格化で入荷

水準が大きく回復したことにより１６日時点で１

７００円まで緩んだ。豊洲卸担当者は「小筋でパ

リッとしたものがみえない」ほか、上乾品が日に

２０トン前後に達するなど、大獲れ時特有の全体

的な質の低下はみられるが、十分に量販できる魚

の質は維持している。高止まりにより末端消費を

鈍らせている売価修正が入ることが期待される。

ただ、端境期が長期化していたことで４、５月の

販売は多くのパッカーで薄利、もしくは赤字での

納めを強いられた。今後まとまった入荷がしばら

く続くことになったとしても、１００グラム２９

８円以下の販売に勢いが付く価格が日常的に表れ

るまで時間を要しそうだ。

大蛇行終息に期待感 今後は気象庁が「終息の可

能性がある」と発表している黒潮の大蛇行がどの

ように産地の漁に影響するかが焦点となる。８年

近く続いた大蛇行の時期には、東海地方や南九州

といった外海のシラス漁が不安定化し、流れが穏

やかな内海に産卵場が形成されたことで、くしく

も瀬戸内海一強の構図をつくり出してきた。 黒

潮そのものは流れが速く船びき網漁には適さない

ものの、流路が北上すれば支流などを通じて近海

に届くシラスが増える可能性がある。東海地方や

南九州の復活がなれば、豊洲市場入荷の状況も改

善していくはずだ。

大阪 兵庫産予想上回る水揚げ 大阪本場のチリ

メンの状況として、６月中旬現在の主産地は兵庫

で、上旬ごろから予想を上回る水揚げとなってい

る。４、５月は各産地とも水揚げが散発的だった

ため、入荷が少なく、

上乾チリメンの相場はキロ５０００～４０００円

で推移していたが、ここにきて３０００～１５０

０円と下げ途中にある。昨年と比べると入荷量は

少し多め、相場はやや高めとなっている。兵庫以

外の産地（愛知・徳島・愛媛・大分など）は、希

望価格を５０００～４０００円としており、市場

価格との乖（かい）離があるため、取り扱いは限

定的。兵庫産の入荷が今のところ順調だが８月の

始めごろにはいったん少なくなると見込む。秋漁

については不透明だが、現在水揚げされている魚

をみると、時期は遅いものの、入荷はあると予想

している。

（右欄上に続きます） （次ページ左欄上に続きます）

シラス・チリメン インフレ下でじわり広が

る釜揚げ人気 （6月20日水産経済新聞）

シラス・チリメンに代表される小魚製品は、主と

して関東圏や関西圏の量販店・スーパーの水産売

場で、名脇役としての地位を確立している。かつ

ては上乾品が主力だったが、流通網の発達によっ

てさまざまな形が生まれてきた。中でも昨今の不

安定な供給、かつインフレのもとで着実に伸びて

いるのが、煮沸加工・送風冷却しただけの「釜揚

げシラス」だ。シラス・チリメン特集では東京・

豊洲市場の関係者から聞いた話からシラス・チリ

メン業界のトレンドを追った。各社・団体の取り

組みやいち押しのアイテムと合わせて紹介する。

水分量が８０～９０％の「釜揚げシラス」は、シ

ラス干の産地であった静岡・湘南エリアにおいて

混じりの少ない良質な原料をよりすぐった形で限

定的に作られていた。しかし、昨今は上乾文化

だった関西圏含めて全国的に生産されるように

なっている。最大のメリットは水気が多くなる分、

相対的に重量当たりの単価を安く抑えられること

だ。近年、海洋環境の変化でシラス漁の時期がズ

レており、始まりが遅くなっているにもかかわら

ず終了時期は変わらず、最盛期が短くなっている。

少ない魚を取り合って安定供給・安定価格の実現

が難しくなり、高値づかみを回避しようと手持ち

の在庫を絞り込んでいる。
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（右欄上に続きます） （次ページ左欄上に続きます）の在庫を絞り込んでいる。

シズル感出しやすく そんな中で「釜揚げシラス」は、

価格への感度が高い消費者を満足させるほか、シラス

干・チリメンのような乾燥がない分、短時間で多く生

産できる利点がある。在庫の回転も早い。「水分量が

高いゆえの異物除去の難しさと、凍結・解凍後の歩留

まり（可食部）の低下の問題さえクリアできれば、生

産者側のメリットは大きい」と話すのは市場関係者。

加えて消費者が思わず手を伸ばしたくなるような「シ

ズル感（みずみずしく思わず食べたくなる様子）」が

演出しやすい点も見逃せない。 燃油を要する長時間

の機械乾燥が不要でコストがかからない分、シラスの

水揚げが少ない時も強気で札入れでき、安定調達の可

能性が増す。製品は解凍後に数日間で売り切らねばな

らないというハンディを抱えてでもニーズは高まって

いくばかりだ。

１０年で金額９割増 豊洲（旧築地）市場の品目別

取扱数量と価格をみると、まだまだシラス干・チリメ

ンの取扱量が圧倒的に多いものの、過去１０年でシラ

ス干の数量が３・５割減・金額で１割減に縮小した一

方、釜揚げ（エビ類なども含み厳密には全部が釜揚げ

シラスではないが、主力は釜揚げシラス）は数量で２

割増、金額で９割増と扱いは拡大している。鮮度的に

カバーできる商圏は限られるが、「釜揚げシラス」を

一度も凍結せずに売場へと供給する「チルド釜揚げ」

として差別化をする工夫もできる。今後も「釜揚げシ

ラス」は着実にシェアを拡大していきそうだ。

素材は高乾燥リード とはいえ、乾燥品のシラス干・

チリメンの需要もこのまま一方的な縮小を許すとは考

えづらい。伝統的な食文化として定着をしているし、

「釜揚げシラス」だと水分が多くて魚がちぎれやすく

味が薄めのために、料理の素材などとしては使いづら

い。「さまざまな食シーンでシラス干・チリメンの需

要はある」などと話す市場関係者は、「釜揚げシラ

ス」の勢いに一時的に押されたとしても、底堅い需要

は今後も続くと信じている。

家計調査・シラス干 量・額とも和歌山１位

京都２位 （6月20日水産経済新聞）

６～８月と瀬戸内海で続いた潤沢な漁を背景に多く

出回った。秋漁は振るわなかったものの、全般的に

天然魚の漁模様が振るわなかったこともあり、在庫

が続いた年内は売場で活発に使われた。支出金額は

１６４３円（５％増）だった。県庁所在地および政

令指定都市の５２都市における都市別ランキングを

みると、購入数量・購入金額ともトップだったのは

和歌山市。購入数量１位はトップを守る形となった

が、購入金額は前年の３位から２つ順位を上げた。

２３年は購入数量・購入金額の上位の並びが異なっ

ていたが、２４年は６位までが同じだった。購入数

量・購入金額の２位に浮上したのは、前年は圏外に

いた京都市。ともに１０近くランクを上げて、１位

の和歌山市に肉薄する形となった。３位、４位には

シラス干産地・静岡県の静岡市、浜松市が続いた。

静岡市は購入数量・購入金額ともに２位から一つラ

ンクを下げている。浜松市は購入数量で７位から３

つランクを上げて、購入金額は前年の４位をキープ

した。５位は、和歌山市や京都市と同じく近畿エリ

アの奈良市。５位までは近畿圏と静岡で独占した。

６位の高知市は購入数量で前年から３つランクを下

げ、購入金額は順位をキープした。前年に購入金額

が１位だった相模原市は、９位まで順位を下げた。

前年は購入数量・購入金額でいずれも５位にいた甲

府市は圏外に去っている。

下位は九州エリア 下位の顔ぶれについて都市の上下は

あったものの、前年と同様に九州エリアの各都市が占め

た。もともと地元消費の文化がなく、生産が多かった時

もほとんどが関東圏への出荷に向けられていたが、南九

州地区において長引く不漁から非常に厳しい状況が続い

ている。漁業・養殖業生産統計によると、２４年に南九

州で最多の水揚げがあった宮崎県は８００トン止まりで、

全国の県別ランキングで１２位。１位の兵庫県（１万１

７００トン）の７％しかなくシラス干産業の危機に直面

している。２４年の購入数量の下位５都市は、大分市、

鹿児島市、佐賀市、長崎市、宮崎市だった。購入金額の

下位は若干の上下はあったものの、顔ぶれは同じ５都市

となっていた。

総務省「家計調査」消費支出の２人以上の世帯の２０

２４年統計によると、シラス干（チリメンジャコ含

む）の一世帯当たりの購入数量は４１１グラム（前年

比１４％増）とやや回復した。
（右欄上に続きます） （次ページ左欄上に続きます）
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比１４％増）とやや回復した。
（次ページ左欄上に続きます）

マグロ情報 三崎５月 冷バチ単価安続く

数量増でも金額減 （6月20日水産経済新聞）

【三崎】三浦市三崎水産物地方卸売市場が公表し

た三崎魚市場における５月の冷凍メバチの平均単

価は、キロ９５３円で前年同月比３・６％安、取

引数量は４０４・０トンで２・３％増、金額は

１・４％減の３億８４８７万８６８０円だった。

一日当たりの平均上場本数は３５２本、１か月の

合計は６６８６本で７・７％増だった。４月と比

較すると、平均単価は９７７円から２・５％安、

取引数量は４４１トンから８・４％減少した。１

か月の上場本数も７０８３本から５・６％減少し

た。

【さかなの動き】冷凍カツオ PS相場保合い

焼津 不足感で生産比率上昇 （6月19日みなと新聞）

冷凍カツオのうち、焼津漁協（静岡県焼津市）で

海巻船が主に生食向けとして漁獲するブライン凍

結特別選別品（ＰＳ）は６月中旬現在、４・５キ

ロ上はキロ２７０円、２・５キロ上は２９０円、

１・８キロ上は２８０円と前月から保合いで推移

する。「日本船の操業はそこそこ良い」と商社。

ＰＳ原料に不足感があるため需要は高く、生産比

率は増えているという。海巻船が生産する冷凍カ

ツオは、漁獲サイズが小型中心であることや節や

缶詰原料向けのブライン凍結品（Ｂ）の相場高も

あり、ＰＳの生産比率は低かった。商社は「魚体

は以前と比べワンサイズ上がった。カツオ節の販

売状況は悪く、ＰＳに需要が集まる局面に入っ

た」と話す。前年同期は好調だった近海の生カツ

オ漁が振るわないため、冷凍物に需要が高まって

いると考えられる。遠洋一本釣船は最盛期を迎え

たビンナガを狙い、操業している。同漁協では冷

凍ビンナガの水揚げは５月末から始まり、コンス

タントな入船が続く。直近では１６日３６０トン、

１７日４２０トンの水揚げだった。生鮮ビンナガ

も好調で、気仙沼市魚市場（宮城県気仙沼市）は

１０日までの累計水揚量は４５７０トンで、前年
（右欄上に続きます）

【さかなの動き】養殖マダイ 愛媛産浜値９３０円

続く 消費鈍さも値下げ気配なし （6月20日みなと新聞）

愛媛産養殖マダイの産地相場は６月中旬で、ほぼ

オールサイズでキロ９３０円。この相場は１２カ

月連続続く。９００円台の相場は３４カ月連続で

高値安定が長期間続いている。しかし、餌料や資

材の高騰、高水温による疾病や給餌量の減少によ

る歩留まり低下など生産者の収益を減少させるリ

スクも強まる。物価上昇で消費者の節約志向が強

く、消費はあまり良くない。相場は２０２０～２

１年前半にコロナの影響で需要が激減し６００～

５００円台で推移。２１年１０月に７５０円に回

復。２３年９月には９８０～９６０円に達した。

昨年７月に３０円値下げし９５０～９３０円と

なったが、高値安定が続く。物価高で消費者は節

約志向を強め、末端消費は弱くなっている。これ

までだと高値による消費離れを危惧し、値下げを

模索するところだが、そのような気配は見られな

い。この５年ほどマダイ種苗の池入れは抑制した

状態が続いており、需給バランスを保っている。

韓国向け輸出は１～４月累計で数量２８・５％増

の１７５９トン、金額２６・３％増の１７億９０

９１万円。対韓の年間輸出量は昨年まで５年連続

で４０００トンを超えている。昨年は４９３５ト

ンで、今年はそれを上回るペースだ。

（次ページ左欄上に続きます）

正露丸がアニサキスを抑制する効果 マウス動物

実験で検証成功 大幸薬品 （6月23日水産経済新聞）

ラッパのマーク」の「正露丸」で知られる大幸薬

品（株）（大阪市、柴田高社長）は１９日、国立

健康危機管理研究機構国立感染症研究所（感染

研）との共同研究で、「正露丸」の主成分「木

（もく）クレオソート」が魚介類に寄生するアニ

サキスの運動を抑制する働きがあることを、マウ

スによる動物実験で検証に成功したと発表した。

従来の同社の知見は試験管内の実験に限られてい

た。
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共同研究は２０２３年１月に始動。アニサキスを

経口投与したマウスに「木クレオソート」０・６

７ミリグラム（大幸薬品「正露丸」の成人服用量

１回分に含まれる量）を投与したあとに、摘出し

たアニサキスの運動が抑制されたのを確認するこ

とができ、生体内でも効果がある可能性が示され

た。今回の成果は感染研との共同執筆論文「アニ

サキス症に対する木クレオソートの効果」として、

今年１０月発行の日本寄生虫学会の機関誌に掲載

される予定。特効薬として正式承認されるには臨

床試験のパスが必要で、アニサキス症患者は必要

数集めることが難しいために現実的な選択肢でな

いとみられる。 ただ、大幸薬品研究開発部のペ

レイラ・カロリネ氏は、「体を傷めずかつ効果的

な（アニサキス症の）治療法の開発を目指す研究

の基盤となり得る可能性がある」と指摘したほか、

感染研寄生動物部の下川周子室長は、「（従来

の）科学的根拠をさらに強化するもので大変意義

がある。今後もアニサキス症の予防・軽減に向け

た研究が発展し、魚介類を安心して楽しめる社会

の実現につながることを期待している」とのコメ

ントを寄せている。厚生労働省の食中毒統計調査

によると、食中毒の発生件数は２１年以降増加し、

２４年の１０３７件のうち３３０件がアニサキス

によっており、原因物質別では最多だった。日本

の魚介の生食文化に関連する特徴的な疾患として

和食様式の世界への普及とともに、現在は多くの

国々で問題視されている。

サバ情報 韓国がノルウェー産関税０％

物価対策で１万㌧上限に （6月17日水産経済新聞）

韓国の財務省に当たる企画財政部は１６日、２０

２５年下半期の物価安定施策を発表した。水産関

連では、ノルウェーサバが最高値を更新する中、

１２月末までの期間限定で関税割当制度を新規適

用する。１万トンを上限に１０％の基本関税を

０％に引き下げる。ノルウェー水産物審議会（Ｎ

ＳＣ）によると、２４年の韓国へのノルウェーサ

バ輸出量は４万３０９３トンだった。

今年は価格高騰によって数量が落ち込む可能性も

あるが、昨年ベースで考えると年間輸入量の２

５％ほどが今回の対応で恩恵を得られるとみられ

る。韓国はノルウェーサバにとって日本、中国に

次ぐ３番目に大きな市場となっている。日本向け

のサバ加工も手掛けているが、近年は国内消費の

勢いが増している。韓国政府は過去にもノル

ウェーサバを対象に同様の措置を実施。今年はノ

ルウェーの減枠が確定する中、秋からの新物もさ

らなる高値が予想されている。

（右欄上に続きます） （次ページ左欄に続きます）

７月１日半夏生 夏のタコ商戦 関西中心に本格化

量販、アフリカ産主体に品揃え （6月23日みなと新聞）

今年の半夏生は７月１日－。夏至（今年は６月２

１日）から数えて１１日目を指す半夏生にタコを

食べる風習は関西で始まったとされ、次第に全国

に広がった。特に量販店は毎年、タコの販促に力

を入れる時期だ。しかし、タコの販売環境は厳し

い状況が続く。アフリカ産原料は依然として高値

で、需要が高まる欧州勢との買い負け、輸送費な

どコスト上昇、円安の進行と悪条件が重なり輸入

量は減少傾向。末端売価の値上がりなどもあり消

費量も減少している。それでも、「通常の販売が

減っている分、半夏生はタコの販売を強化したい

という量販店は多い」と卸筋。夏の需要期に活発

な荷動きが期待される。大阪本場、東京・豊洲市

場の卸担当者、加工メーカーに商戦模様、機器・

資材メーカーに今年の半夏生の取り組みを聞いた。

前年以上の販売金額を期待 半夏生商戦では、タ

コの消費が最盛期を迎える関西のほとんどのスー

パー・量販店がボイルダコの販売を強化する。今

年も売り場の主役はアフリカ産マダコ。２０２４

／２５年冬漁の原料が主に使われ、モロッコ、

モーリタニア産の７番サイズが多く並びそうだ。

品ぞろえで国産のヤナギダコなどを扱う店舗も出

てくる。アフリカ産原料は２０年冬から欧州勢の

積極的な買い付けや円安の進行、コスト上昇など

で価格が高騰し、現在まで高値安定で推移。
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バ輸出量は４万３０９３トンだった。（右欄上に続きます）

（右欄上に続きます） （次ページ左欄上に続きます）

スーパーなどでの末端価格は昨今の状況を受けて

高値となり、特売の減少などで消費の下落傾向に

拍車が掛かっている。昨年までは他の水産物の価

格高や不漁もあり、計画しやすい商材として堅調

な引き合いがあったが、「一層の値上がりで通常

時のタコの販売が減っている」と商社筋。１パッ

クの単価を抑えるため少量品を展開したり、アフ

リカ産原料より安価な産地や種類のタコを並べた

りする量販店が増えている印象だ。そのような厳

しい状況の中で迎える半夏生商戦。卸筋は「関西

の夏場はタコとウナギが集客できる商材として定

着している。半夏生は年に１回のお祭りのような

雰囲気がある」と話し、「通常時の販売が減って

いる分、需要期の半夏生ではタコを拡販したいと

いう量販店が今年は多い」と期待する。 今年の

半夏生の７月１日は火曜日のため、６月下旬の週

末から１日までの期間が商戦の中心。関係者は

「前年以上の販売金額を計画する量販が多く、一

定の荷動きがあるだろう」と見通す。関西の量販

店では半夏生商戦で通常より末端売価を下げて展

開する。アフリカ産ボイルダコの通常価格は昨夏

ごろから、１００グラム当たり税別４００円を超

える店舗が増えているため、半夏生商戦では同３

３８～３９８円あたりを主力に、１パック単価は

５００円前後の商品が人気になりそう。それ以上

のボリューム感のある商品も展開しながら売り場

の品ぞろえを充実させ、さまざまな需要に応えて

いくだろう。関東でも半夏生にタコを拡販する量

販店が徐々に増えており、「関西より充実した売

り場をつくる店舗もある」と商社筋。卸筋による

と、輸入マダコを軸に国産のマダコやミズダコ、

ヤナギダコなど多彩なラインアップを提案し、商

戦を盛り上げていくという。

流通３団体５月実績 売上高２７カ月連続増

水産横ばい、即食・簡便は好調 （6月24日水産経済新聞新

総売上高は１兆９１５億８４０４万円（既存店前

年同月比１０３・６％）で２７か月連続で前年を

超えた。値上げ局面に入ってから増加基調は続く。

一般食品のコメや惣菜・日配の伸長が目立ったほ

か、土曜の１日増も寄与した。水産は横ばい止ま

りだった。食品合計は１兆９８億２７９８万円

（１０３・９％）と高い伸びを示した。生鮮３部

門は、水産のほか、野菜の相場が落ち着いてきた

青果も１００・１％とほぼ横ばいだったため、売

上高３６５４億５４６５万円（１０１・０％）と

全体に比べ伸び率は控えめだった。水産は８９３

億７７６０万円（１００・０％）となった。入荷

状況が悪く、厳しい売り上げの状況が続いている。

刺身類は大型連休を中心に好調との声もあったが

地域差がみられた。カツオは入荷や相場の変動で

好不調が分かれる形となった。ウナギは輸入品が

堅調だった。ワカメ・モズクなどの海藻類や味付

け加工品、冷凍加工品は即食・簡便ニーズに支え

られ、好調に推移している。ウナギの国産品、ブ

リは価格高騰で伸び悩んだほか、ホタテは大幅な

相場高で大きくマイナスした。シラス不漁により

小魚カテゴリー全体が低迷し、魚卵・塩干も厳し

い状態が続いた。伸長した部門は、伸び率上位か

ら順に一般食品が２９７９億８３４１万円（１０

８・０％）、惣菜は１２１１億８４４万円（１０

３・７％）、日配は２２５２億８１４７万円（１

０３・５％）となった。一般食品はコメに加え、

コメに代わる代替ニーズのある食品が伸長。コメ

の高騰で惣菜では米飯類、日配ではチルド麺類の

動きがよいなど、コメ高騰の影響がみて取れた。

随意契約の備蓄米放出は５月末だったため、今回

の統計への影響はほとんどみられていない。

食品スーパー（ＳＭ）が主体の流通３団体が２０

日に発表した「スーパーマーケット販売統計調

査」２０２５年５月実績によると、

【さかなの動き】北海道ホタテ 猿払村３００円の大台

突破オホーツク浜高、小型化で消費地警戒 （6月23日みなと新聞）

北海道オホーツク沿岸のホタテ漁本操業が各地で始

まった。主力産品の冷凍貝柱（玉冷）の相場は昨年来、

米国輸出主導で高騰し、かつてない高値圏の中、原貝

価格も高値発進となっており、
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（右欄上に続きます） （次ページ左欄上に続きます）

猿払村漁協ではキロ３００円を超える。 猿払村

漁協は５月上期分の原貝価格が３００円とオホー

ツクで最初に３００円の大台に乗せた。下期分は

最高値３２２円（歩留まり９・３％、アソート３

Ｓ―４Ｓ―２Ｓ）、平均価格は前年同期比９６％

高の３０６円。「昨年は中国禁輸の影響懸念から

円滑な流通に主眼を置き価格が抑えられたが、玉

冷相場が上昇し、原貝価格にも反映されている」

と説明する。湧別漁協は本操業開始の５月３０日

～６月１５日分の原貝価格が２４７円（９・８％、

５Ｓ―６Ｓ―４Ｓ）と２５０円（９・６％、５Ｓ

―４Ｓ―３Ｓ）。常呂漁協は６月２～１４日分の

原貝価格が２４２円（９・７％、アソート５Ｓ―

６Ｓ―７Ｓ）と２６２円（１０・２％、５Ｓ―４

Ｓ―６Ｓ）。消費地では浜高に警戒感が強まって

いる。玉冷の米国需要は様子見状態。「求めてい

るサイズは２～４Ｓ」（商社筋）とされ、小型化

のオホーツク産とギャップが生じており、トラン

プ関税問題も抱える。内販も「荷動きは止まって

いないが、ベースが少ないまま」と札幌市場卸。

（右欄上に続きます） （次ページ左欄上に続きます）

【さかなの動き】青森ホタテ 入札値反落４６２円で決着

５回目 ベビー３０００円超え確実か （6月24日みなと新聞）

青森県で１３日、今シーズン最後となる陸奥湾産

ホタテ半成貝の入札（５回目）があり、落札価格

が平均キロ４６２円で決着した。前回入札と比較

して３０円安。原貝不足を背景に３月下旬の初入

札以降、第４回入札まで過去最高値を更新してき

たものの、製品価格の極端な高騰を避けたい買受

人の思惑を反映。加工歩留まりの低下もあり、相

場が反落した。陸奥湾産ホタテ半成貝は２０２３

年来の高水温や餌不足で東湾や湾奥地区をはじめ、

広範囲で稚貝のへい死が発生。タイトな需給が見

込まれ、「異次元の年になる」と産地関係者から

心配の声が上がっていた。品薄高の相場で初入札

は３１２円の高値で発進。第４回入札では４９２

円に達していた。 こうした背景から５月まで水

揚げはまとまらなかったが、シーズン終盤の６月

に入り水揚げのペースが加速。

中旬時点でＭ、Ｌサイズ中心に日量３００～４０

０トンを水揚げしている。現在の浜値では主力の

ベビーボイル製品の価格がキロ３０００円を超え

るのは確実な見通しで、加工や流通関係者は「３

０００円を大きく超えるようなら販売はかなり厳

しい。今年は我慢の年になる」と話す。

（右欄上に続きます）

大阪本場 生鮮カツオ入荷量３割減

全国水揚少なく高値 （6月23日みなと新聞）

【大阪】大阪本場への生鮮カツオの１５～２４日

の入荷量は、前年同期比２～３割減の１日当たり

５～６トンで推移している。卸筋は「産地での水

揚量が少ないため入荷量が減り、相場は高値安定

が続いている」と説明する。入荷するカツオの漁

法は９割以上が一本釣で主産地は高知、鹿児島、

千葉。中心卸値について、ある卸は「入荷減で前

年の２～３倍ほど高くキロ１０００～９００円」、

別の卸は「鹿児島は９００～７００円、高知は１

５００～１０００円と前年の６割高」と話す。今

年は水揚げが増えている千葉からの入荷が増えて

いる一方、例年入荷の多い宮城・気仙沼からの入

荷が少ないという。産地での水揚げが少ない理由

について、卸筋は「（漁業関係者によると）今年

のカツオは餌の食いつきが悪く、去年より釣れな

い。全国的にカツオの量が少ないのではないか」

とみる。身質はやせたものが多く、前年より脂の

りは良くないという。 主な販売先は量販店で、

刺身商材として安定した需要はあるものの、高値

のため引き合いは強くないという。卸筋は「今後

も入荷量が少なく高値安定が続くのではないか。

気仙沼からの入荷が増えれば値段が下がる可能性

もある」と見通す。

東京鮭鱒５月 ギンザケが冷・塩とも

需要落とす （6月25日水産経済新聞）

東京都中央卸売市場５月のサケ・マス販売は、冷

凍ギンが高値と引き換えに販売数量を落とし、塩

蔵にも同様の動きが連鎖した。長期的に追ってき

た高値は限界を超え、販売数量が頭打ちを鮮明に

している。
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（右欄上に続きます） （次ページ左欄上に続きます）に入り水揚げのペースが加速。
（右欄上に続きます）している。

【生鮮】全体で６５９トン、平均販売単価はキロ

１９３４円で、数量・金額ともほぼ前年並みを維

持した。国産養ギンの出足が引き続き鈍い半面、

空輸による入荷が順調に回復している。国産の養

ギンは、本格的な水揚げシーズンを迎えて１４０

トンと前４月の２・５倍に増えて、販売単価も１

６４６円に２００円近く値下がりした。ただ、前

年同月との比較では数量は３５・２％少なく、単

価は２１・９％高い。入荷の大半は宮城県産だが、

最終的に前年の３割減に減産した昨年同期に比べ

ても、現状の出回り低下は目立っている。今年は

生産回復を目指しているが、５月までの累計では

数量はほぼ半減に近く、売価は２割近い高値に

陥っている。北欧のアトランティック主体の空輸

については、全体で３９９トンと月間ほぼ４００

トンまで回復し、３～４月の３５０トンレベルと

比べてさらに１割ほど増えた。販売単価は１９６

６円で、過去の水準に比べるとなお高値に変わり

ないものの、３月以降ぎりぎり２０００円乗せを

回避している。このほか北海道で春漁のトキサケ

がまとまったことで、シロザケが１３トンと近年

では多く、販売単価もややこなれた。

【冷凍】主力のチリギンが高値の反動で扱い数量

を落としており、冷凍全体では前年同月に比べて

１１・７％少ない１２２８トンにとどまった。平

均単価は３４・１％高の１５８１円。このうちチ

リ産が大半を占めるギンは９８３トンで前年より

１８・３％減少し、単価は１４３９円で高止まり

したまま。過去最高値を示した４月の１４５０円

に比べると若干緩んでピークを過ぎたとみられる

が、前年同月比ではなお３２・３％高く、年明け

以降のおよそ３割高が継続している。チリギンの

高値は原料高に加え、輸入量が回復しないなど出

回りが絞られていることに起因しているが、売価

が１４００円に接近した２月に販売量が半減近く

まで急減したあとも、３月も価格が横ばいで４割

以上減少し、販売量の低下が顕著になった。

１４００円台に乗せた４～５月も２割近い減少が

続き、５月の販売量は目安の月間１０００トンを

再び下回った。ギン以外ではベニはわずか１５ト

ン、単価は４割高の１８７５円まで高騰している

ほか、マスの入荷が例年より目立って増加した。

【塩蔵】販売数量は全体で３７７トンと前年同月

比２０・６％減少し、販売単価は１４８９円で２

３・１％高となった。主力のギンが冷凍原料の高

値に連動して１４６０円まで高騰したため、荷動

きが急減。ギンだけだと２３・８％減の２９５ト

ン、単価は２２・７％高だが、塩ギンも２月に１

４００円台に乗せて以降、売れ行きが失速した。

そもそも冷凍の価格とほぼ横並びで逆ざやの矛盾

を抱えているが、前年度の相対的に安い原料で作

られた製品が市場から消えて以降、一段高に移行

した製品価格に需要が追従できなかった（関係

者）との指摘もある。同様に冷凍原料が高騰した

ベニも販売数を落としているが、秋サケやシロザ

ケはボリュームが少ない中でも前年より販売量を

増やした。

（右欄上に続きます） （次ページ左欄上に続きます）

冷凍メバチ ２４年輸入 ２％増４万８９００㌧
（6月25日みなと新聞）

２０２４年のメバチ輸入量は前年比２％増の４万８８

６０トンだった。主要産地の台湾からの搬入は４％減

の２万６８３３トン。全体の平均単価は前年比９％安

のキロ７２６円だった。昨年はマグロを保管する超低

温冷蔵庫は庫腹不足が顕在化し、春から初夏にかけて

冷凍マグロ類の搬入が大幅に遅れた。冷凍メバチの３

～６月輸入量は前年同月を下回る水準で推移。地中海

の養殖物が多く輸入され、超低温庫の庫腹がショート

した。運搬船の多くが長期の滞船を余儀なくされ、操

業スケジュールに多大な影響を及ぼした。



2025年6月28日 BAISAN通信 東京魚市場買参協同組合 NO.16

（右欄上に続きます）

（右欄上に続きます） （次ページ左欄上に続きます）

インド洋台湾船一船買い価格は赤身相場の指標と

なる。２４年１月の大バチ（４０キロ上）相場は、

前月より３０円高のキロ８８０円でスタート。生

産者支援の思惑もあり、２月に９００円まで上昇

した。しかし値上げに消費が追い付かず、４月か

ら下方修正に。８月に７８０円まで下げた。１２

月末には５０円上方修正の８００円となった。一

部商社が積極的に販売し、在庫の整理も進んだ。

２５年６月には５０円高の８５０円まで上昇。値

頃感の出せる赤身は量販店の引き合いが強く、キ

ハダとともに不足感が漂う。上方修正の流れにあ

るが、漁家経営は厳しい状況にある。台湾では遠

洋延縄船の廃船が伝えられるなど、先行きは不透

明だ。「再生産可能な相場の維持が重要。消費と

バランスの取れる相場帯を見極めたい」と商社。

５月GMS水産１％増収

鮮魚は入荷不安定で苦戦 （6月25日みなと新聞）

量販店の業界団体は２４日までに、５月の売上高

（速報値、税抜き）を発表した。既存店ベースの

水産品売上高は、主に総合スーパー（ＧＭＳ）で

つくる日本チェーンストア協会が前年同月比１・

２％増、食品スーパー３団体は前年同月並みだっ

た。相場高で割高感が強く、鮮魚の入荷が不安定

で苦戦が続く。惣菜のうち、米飯類はコメの価格

高騰で好調に推移する。日本チェーンストア協会

の販売統計によると、全店ベースの水産品売上高

は３・３％減の５９５億９１１７万円だった。刺

身、タイ、カツオ、イワシ、生ギンザケ、干物、

冷凍カニ・エビ、冷凍魚、ホタルイカ、アサリな

どはまずまずの動きだった。刺身盛り合わせ、タ

コ、サーモン、ウナギ、サバ、マアジ、サワラ、

イサキ、キンメダイ、アユ、ホタテ、チリメンな

どは鈍かった。惣菜は既存店ベースで６・７％増。

全店ベースは３・６％増の１０１７億４２１１万

円だった。米飯、寿司の動きが良かった。温惣菜

はフライや天ぷら、焼き魚、ピザ、焼き鳥、中華、

唐揚げなども良かった。要冷惣菜は洋惣菜が鈍

かった。

農産品や畜産品も除くその他食品は、コメ、米飯

パック、麺類、パスタ、餅、パン類、ねり製品な

どが好調だった。同会の５月末時点の企業数は４

６社、対象店舗数は９２７６店だった。食品スー

パー（ＳＭ）３団体が発表する販売統計調査によ

ると、全店ベースの水産品売上高は１・４％増の

８９３億７７６０万円。刺身類は「大型連休を中

心に好調との声もあったが、地域差もあった」

（ＳＭ３団体）。カツオは入荷や相場の変動で好

不調が分かれる。ウナギは輸入品が堅調に推移。

相場高でブリは伸び悩み、ホタテは大きく減少し

た。ワカメ、モズクなど海藻類や味付け加工品、

冷凍加工品は即食・簡便ニーズに支えられて好調。

小魚カテゴリーはシラスの不漁で低迷し、魚卵・

塩干も厳しい状況が続く。惣菜は既存店ベースで

３・７％増。全店ベースで５・２％増の１２１１

億８４４万円だった。コメの価格高騰で米飯類は

引き続き好調だったが、寿司類は「単価上昇で不

調とのコメントもあった」（同）。揚げ物・天ぷ

ら類は堅調で、行楽関連惣菜は多くの店で好調

だった。サラダ関連や冷惣菜は青果相場の落ち着

き、気温低下で伸び悩みもみられた。

青果は相場が全体的に落ち着き、葉物や果菜類な

ど主力野菜の単価が伸び悩み、販売数量は増えた

が売り上げはやや不調だった。畜産は相場高で豚

肉や鶏肉への需要シフトが継続する。日配は寒暖

差の影響で、温冷の品ぞろえに苦慮した。

統計は全国スーパーマーケット協会、日本スー

パーマーケット協会、オール日本スーパーマー

ケット協会の３団体が集計する。５月の調査対象

企業数は２７０社、店舗数は８３９７店だった。

東京魚卵５月 鮭卵なお高く、

明太子は横ばい （6月25日水産経済新聞）

東京都中央卸売市場５月の塩蔵魚卵販売は、依然とし

て集荷に乏しい鮭卵類が高値に張り付いているほか、

スケコ類は明太子が前年並みを維持している半面、値

上がりしたスケコは減少し、カズノコ類はまちまちと

なった。総じて高い魚卵は販売数を減らしている。
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財務省が２７日に公表した貿易統計によると、５

月の水産物輸入量（速報値、魚介類およびその調

製品、魚粉・ミール、海藻）は前年同月比５％減

の１８万１９４２トン、金額は３％減の１６５４

億１２００万円だった。鮮冷マグロは１３％増の

１万７４１７トン、同サケ・マスは前年同月並み

の１万４２０５トン、同エビは１７％増の１万１

９４１トン。

鮮冷マグロのうち、冷メバチは４９％増の５３１

３トン、冷キハダが１８％増の３０８０トン、冷

カツオは３０％増の１７２３トン、冷ビンナガは

２８％増の１４１４トンだった。地中海産養殖を

中心とした冷凍クロマグロフィレーは３９％減の

３１５３トン。全体の輸入金額は４％増の１９１

億２３００万円だった。

（右欄上に続きます）かった。

【筋子】在庫の減少と新物生産の見通しがまだ立

たないことから、年明け後の入荷は月間１５～１

６トンペース。５月も同様で前年同月を３割下回

り、販売単価はキロ４３４３円に急騰した。売価

の４０００円台は昨年の暮れ以来５か月ぶりだが、

前年同月比では５４・６％もの値上がりで、特に

高騰した近年では昨年１０月の４７０７円、１１

月の４４５８円に次ぐ３番目の高値。米ブリスト

ル湾のベニ子増産や、また冷凍原卵の回復に伴う

加工品が新たに出回るまで入荷の回復は難しいと

みられ、極端な品薄高はなお当面続く見通し。

【イクラ】集荷不足はイクラも深刻で、年明けは

各月５０～６０トンペース。５月も５３トンと前

年同月の３２・９％減で、単価は３３・８％高の

８３１１円。今年は加工用原卵の主要な供給先で

ある米ロが揃ってカラフトマスの豊漁年に当たっ

ていることから、長期的には供給回復が期待され

るもののまだ来遊も始まっていない段階で、道産

秋サケの不漁予想をきっかけに、原卵価格が高止

まりする懸念もある。平均単価は昨年よりざっと

２０００円も高いまま値崩れを起こすような流通

量もなく、最小単位の細々とした取引に終始して

いるようだ。

【スケコ】魚卵類の入荷が年々ジリ貧をたどって

いる中でも、スケコ製品はまだ売場のボリューム

をつくれる入荷を維持しているが、スケコの入荷

ペースも月間１００トンに届かなくなって２年目

に入っており、この５月も１割減の７０トン、単

価は９・８％高の１９２１円と高値が続いている。

近年は需要が強まる暮れの１２月だけ２０００円

を超える売価が付いていたが、今年は原卵高や加

工に関わる諸経費のアップでコストプッシュによ

る高値が続き、累計単価も近年最も高い１９６９

円と２０００円に接近している。販売量は値上げ

率に比例して減っているので、実際の売上高とし

ては横ばいとみられる。

【明太子】スケコと同じ原料でも、明太子製品は前年

並みの価格で前年並みの販売量を維持できている。

（右欄上に続きます） 次ページ左欄上に続き

しかもそのボリュームはスケコの２倍規模で、近

年すっかり格差が付いてしまった。５月も１４３

トン、２０４１円でいずれも前年並みで、１～５

月累計も昨年とほとんど変わらず、販売量が２・

２％わずかに減っている程度。昨年の年間販売量

は前年より３・７％多い１８００トンを回復して

おり、初めて１０００トンを割り込んだスケコと

好対照だった。

【塩カズノコ】端境期の中でも比較的順調に出

回っていた年明けだったが、５月は前年並みの単

価でわずか９トンと半減した。１～５月では単価

が５・０％安の２９９５円で３０００円に届いて

おらず、販売量は１６・４％増えて７８トンとや

や増えている。

【味付カズノコ】暮れの需要期以外、近年の端境

期は月間数トンペースにとどまっており、この５

月も前年並みのわずか３トンのみ。ただ、異例の

高値で推移した前年と異なり、年明けから下方修

正されていた単価は再び４０００円台の高値を示

した。それでも前年同月より４００円以上安く、

累計では４割安の４割増で推移している。

５月冷凍メバチ輸入量５割増

冷凍チリ産ギンザケは２割減 （6月27日みなと新聞）
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億２３００万円だった。
（右欄上に続きます）

（右欄上に続きます） 次ページ左欄上に続きます）

鮮冷サケ・マスのうち、チリの冷ギンザケは２

２％減の５１４７トン、ベニサケは約２・５倍の

９３８トンだった。生鮮・冷蔵サケ・マスのうち、

ノルウェー産アトランは３・４倍の７５８トン

だった。全体の輸入額は９％増の２０４億１００

０万円。

鮮冷エビのうち、バナメイやブラックタイガー

など「冷凍その他」が１８％増の１万１０６８ト

ン、アマエビなどの冷凍冷水系は３％減の６３８

トン、調製品は１２％増の５１６０トンだった。

イカの輸入量は１６％減の７４０１トン。スルメ

イカ系は２０％減の５６９８トン、アカイカ（ム

ラサキイカ）は２８％減の２３６トン。

その他、カニは３６％減の１１５６トン、タコは

１４％減の３３５４トン、鮮冷ニシンは１０％増

の７６８１トンだった。

冷凍すり身は１１％減の２万１５９３トン。うち、

スケソウは１５％減の１万１８６３トン、イトヨ

リは１２％減の１１５５トンだった。冷凍すり身

の国別輸入量は、米国が１７％減の１万２１４ト

ン、インドが４％増の４３００トン、タイ国が３

５％減の９８８トン、ロシアは６％増の１８４５

トン。

【さかなの動き】ノルウェーサバ 今期２割減産

相場上昇 ５月輸出単価は最高更新 （6月303日みなと新聞）

ノルウェー水産物審議会（ＮＳＣ）によると、５

月の冷凍ラウンドサバの輸出高は５０５７トン、

２億８６００万ノルウェークローネと相場高を反

映し、数量は前年同月比１９％減となったが金額

は５％伸長した。主要サイズの６００グラム未満の

冷凍ラウンドサバのキロ輸出価格は、前年同月比２

７％高の２９・１７クローネと過去最高値の更新が続

く。ＮＳＣは「主要需要国の日本や韓国での国内漁獲

の不振を受け、強い需要が継続するためサバ需給が逼

迫（ひっぱく）し単価が上昇する。最重要市場の日本

への直接輸出が低水準にとどまる。日本での加工は一

部縮小し、ベトナムや中国など（日本より）人件費が

低い国での加工が増えている」と説明する。

なお、北東大西洋サバの漁獲量について国際海洋

開発理事会（ＩＣＥＳ）は２０２５年９月、２５

年の勧告総枠を今期比２２％減の５７万６９５８

トンと要求し、１０月の沿岸国会合で総枠に合意。

６月１２日からロンドンで沿岸国会議があったが、

現時点では各国枠については不明。今漁期は８月

からで、ＮＳＣによると２４／２５年漁期の漁獲

量は前漁期比２２％減の１６万５２９８トン。前

漁期から減産が確定しており、相場がさらに上昇

チェーン協５月販売額 食料品２６カ月連続プラス

水産はハレ商材など動く （7月1日水産経済新聞）

総合スーパー（ＧＭＳ）主体の日本チェーンスト

ア協会がこのほど発表した５月度の会員企業の総

販売額（速報値）は、１兆５１５億７１５７万円

（既存店前年同月比４・６％増）となり、３か月

連続で前年を上回った。主力で、２６か月連続の

前年超えを達成した食料品（６・９％増）を筆頭

に、衣料品（０・４％増）と住関品（１・７％

増）もプラスだった。全体の７割を占める食料品

の販売額は７４１２億９８２万円だった。２か月

連続ですべてのカテゴリーがプラスで、依然とし

て惣菜（６・７％増）と冷凍食品やコメなどを含

むその他食品（９・２％増）の増加が目立った。

水産品は５９５億９１１７万円で１・２％増だっ

た。タイやカツオ、生イワシ、ホタルイカ、冷凍

カニ・エビなどはまずまず。対して刺身盛り合わ

せやサーモン、ウナギ、ホタテ、アユなどの動き

は鈍かった。惣菜は焼き魚といった温惣菜や寿司

など全般的に好調。その他食品では、コメや代替

のパスタ、米飯パックなどが引き続き動いたほか、

【さかなの動き】シラス干 春漁短く卸値上昇

豊洲市場 大阪湾、播州など休漁 （7月1日みなと新聞）

東京・豊洲市場における６月のシラス干しの入荷

は、初旬～中旬まで豊漁と言えたが、３０日時点

では途切れた。現在の平均卸値はキロ１８００～

１３００円で、上物は２５００円も付く。
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高値でも１７００円がピークだった中旬からは大

きく値上がりした。６月はじめに獲れた瀬戸内海

の淡路島周辺、大阪湾、播磨灘だが、７月１日前

後には兵庫南西部の播州、岡山、大阪湾で休漁。

兵庫のその他地域や香川、広島の入荷に頼ってい

る。愛知では伊勢湾内での産卵が観測されなかっ

たものの、黒潮大蛇行の一時的な停止が要因とみ

られる外海からの流入で、中旬まではまとまった。

細めで質も良かったが、３０日時点では黒潮の接

岸も離れた。春漁としてはパッカーを潤して終わ

り、飲食店へ商談で回すほど量がなく、全国を通

じ、「結果的に短い春漁だった」と卸筋は話す。

今後の期待は福島。６月まで漁は出ていないが、

調査の段階では一定数が漁獲できているという。

さらに、例年６月に獲れる徳島から入っていない。

「年明けから全国の漁が１カ月から１カ月半遅

い」との印象も強いため、「いない」のではなく

「遅れ」であれば、と期待する声も上がる。

６月都内物価３.１％上昇

コメは鈍化 （7月1日みなと新聞）

総務省が６月２７日発表した６月の東京都区部消

費者物価指数（中旬速報値、２０２０年＝１０

０）は、価格変動の大きい生鮮食品を除く総合指

数が１１０・３と、前年同月比３・１％上昇した。

４６カ月連続のプラスだが、上昇幅は４カ月ぶり

に縮小。エネルギーの伸び率鈍化が寄与した。コ

メも２カ月連続で前月を下回った。エネルギーの

上昇率は３・６％と前月（８・７％）から縮小し

た。資源価格の下落などを背景に、電気代は５・

３％（前月は１０・８％）、都市ガス代は２・

７％（同６・６％）となった。ガソリンは１％下

落した。水道料は３４・６％マイナス。都による

水道の基本料金無償化が影響した。生鮮食品を除

く食料は７・２％上昇と、６カ月連続で拡大した。

米類は９０・６％上昇と依然として高止まりを続

けているが、上げ幅は２カ月連続で縮小。備蓄米

の放出などで徐々に相場が落ち着いてきた可能性

がある。

生活実感に近い生鮮食品を含む総合指数と、生鮮

食品とエネルギーを除く総合指数はそれぞれ３・

１％上昇した。（時事）

【さかなの動き】米国産ギンダラ 内販高値

張り付き 漁獲増も現地需要伸長か（7月2日みなと新聞）

米アラスカ産ギンダラ４／５ポンドサイズの内販

キロ単価は６月下旬現在、１８００円。２０２３

年秋の１３００円から上がり続け、昨年秋に現行

水準に張り付く。産地側の安値疲れなどが原因。

今年、産地は昨年以上のペースで漁が続くとの情

報はあるが、「輸入業者によると、米国内での消

費が伸び、日本へのオファーが少ない」（取扱業

者）。買い負けの予兆があるが、先行きは不透明

だ。米西海岸はアラスカ以上に漁獲ペースが速く、

「水揚量は昨年の３倍だが、冷凍せずにチルドで

米国内に回しているのでは。売れ口や単価を見る

かぎり、（日本の）中間流通以下で相場は動いて

いない。米中関税合戦が落ち着いている間に中国

が仕入れを進めているといううわさも」（同）。

従来、消費の７割前後を占めてきた日本に買い負

けの危険がちらつく。一方で「昨年も途中まで

（搬入は）少なかったが、年末に増えた。米国で

売り切れない分が来る可能性はある。米国との綱

引き次第で秋に新物価格が下がる可能性もある」

（同）。商社ごとに昨年同様にまとまった量が搬

入されるとみたり、さらなる価格上昇を覚悟しつ

つも商材確保のため買い付けを進めたり、姿勢は

分かれるもよう。今後の価格は読みづらい。

（右欄上に続きます） 次ページ左欄上に続きます）

トライアル、都市型店強化

西友買収で出店加速 （7月2日みなと新聞）

ディスカウントストアなどを展開するトライアル

ホールディングス（トライアルＨＤ、福岡市）は

２日、西友（東京都武蔵野市）の買収に関する記

者会見を開いた。人工知能（ＡＩ）を活用したリ

テールメディアの展開や、西友店舗網を生かした

都市型小型店の出店を加速する。
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がある。 （右欄上に続きます）

（右欄上に続きます）

１日付で西友の全株式を取得した。西友は同ＨＤ

の流通小売部門として傘下入りする。同ＨＤの流

通小売部門を率いるトライアルカンパニーの楢木

野仁司会長が西友の社長、同ＨＤの永田洋幸社長

が取締役会長に就いた。大久保恒夫社長は取締役

副会長として両社の統合を支える。 会見で同Ｈ

Ｄの永田社長は「買い物を面白く、暮らしを豊か

に。」という統合のビジョンを発表した。両社の

頭文字から取った「ＳＴＡＮＤ ＴＯＧＥＴＨＥ

Ｒ」（共に立ち向かっていこう）をスローガンに

掲げ、「当社のテクノロジーを生かし、西友が掲

げるパーパス・ビジョンをまい進したい」と展望

した。 大久保副会長は２０２１年３月に西友社

長に就任以降、商品力と販売力の強化でを進めて

きた。大久保氏は「同ＨＤと一体となることで、

さらなる価値創造をできる」と期待した。関東圏

では年内にもトライアルの都市型小型店「トライ

アルＧＯ」を出店する。トライアルの店舗では西

友のプライベートブランド（ＰＢ）を導入する予

定だ。

マグロ情報 ５月輸入 台湾冷凍メバチ

通期３６％増も今後減少か （7月4日水産経済新聞）

財務省の貿易統計によると、マグロ類５月の輸入

実績は生鮮・冷蔵物が２６６トン（前年同月比２

４％減）、４億５７００万円（１１％減）、冷凍

物は１万７７４０トン（１５％増）、１９１億２

６００万円（５％増）、加工品は３７３２トン

（５％減）、３０億３３００万円（１０％減）

だった。冷バチ丸（ＧＧ）の輸入量は５３１３トン

（４９％増）へ伸長した。数量が最も多い台湾産は２

９３８トン（５５％増）で、全体を牽（けん）引して

いる。運搬船が入港してから超低温冷蔵庫への荷揚げ

を終えるまでの時間が、昨年までと比べて前倒しで対

応されたことが大きな要因だ。荷が滞留する時間を少

しでも短くしようと、受け入れ側の努力や運搬船同士

の融通などにより、待機時間が大幅に改善されている。

そのため台湾産の１～５月冷バチ数量は今年が１万３

７０８トンで、前年同期の１万８７トンを３６％上

回った。

ただし減船の影響を受けて今後の搬入量は、しば

らく伸び悩むと予想される。こうした背景から６

月に冷凍メバチのインド洋台湾船の一船買い価格

（外貨）は、大バチ（４０キロ上）がキロ８５０

円へ上方修正された。昨年末から半年ぶりの修正

であり、昨年４月以来の同値となる。台湾産冷バ

チのＣＩＦキロ単価の平均は７４４円で、４月の

７５０円からほぼ横ばい。下げ相場にあった昨年

５月とも差はない。とはいえ、赤身不足の見通し

が外貨に表れ始めたことで、今後はジリ高が予想

される。養殖クロマグロ冷凍フィレー（Ｆ）の数

量は、５月が３１５３トン（３９％減）に減少し

た。ただ昨年は、運搬船の航路変更や超低温冷蔵

庫の満庫問題で荷待ち時間が伸びたことにより、

多くが５月入荷にズレ込んだ背景がある。前年１

１月からのシーズンで比較すると、今季は５月ま

で２万１４５２トンで、昨年同期比１２％増と

なっている。平均単価は現地のコスト高に対応し

た価格帯に見直したことで、昨シーズンから１

３％高の２５１０円となっている。

生鮮ミナミ依然低調 生鮮物は天然ミナミマグロ

の搬入が激減している。漁期入りが遅れた影響だ

が、ニュージーランド（ＮＺ）産は２７トン（６

０％減）、ようやく入荷が始まった豪州産も１８

トン（５０％減）にとどまっている。品薄を反映

した高値も期待されたが、平均単価はＮＺ産が１

７８５円で昨年同月とほぼ変わらず、豪州産も１

３５８円（７％安）。国内小型マグロの出回りが潤

沢で、価格帯で競合したとみられる。メキシコ産養殖

クロマグロの数量は９２トン（昨年同月比３・１倍）

で、今年初の１００トン割れとなったが、引き続き高

い水準を維持している。

次ページ左欄上に続きます）

『こちら漁況情報部』生鮮ビンナガ 上半期で前年

実績超え 5月以降の水揚げ急増 （7月4日になと新聞）

漁業情報サービスセンターによると、全国主要漁港に

おける６月の生鮮ビンナガ水揚量は、前年同月比約

３・３倍の９９５７トンだった。気仙沼（宮城）や房

州勝浦（千葉）を中心に銚子（同）、塩釜（宮城）で

まとまった。
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（右欄上に続きます）回った。

（右欄上に続きます） 次ページ左欄上に続きます）

まとまった。

主要漁港別では、気仙沼が約２・８倍の５８８７

トン、房州勝浦が約６倍の２１３５トン、銚子は

前年同月の３トンを大きく超える８４３トン、塩

釜が約６・７倍の６１６トンだった。今年上半期

（１～６月）の累計水揚量は、前年同期比６２％

増の１万７９３８トン。既に２０２４年通期の水

揚量（１万５７７４トン）を上回った。４月まで

は前年を下回る漁獲ペースだったが、５月から急

増した。６月単体の水揚量は９９５７トンで、過

去５年では２０年の１万１２１４トンに次ぐ水揚

量だった。同月の漁場は千葉沖、茨城沖の黒潮続

流の南側だった。昨年は同時期に東北の北部沖が

漁場で異例だったが、同センターは「今年は例年

通りの漁場形成」と説明する。 ７月の主要漁港

の水揚量は３日時点で４１１トン。上旬もビンナ

ガ漁は続く見込みだが、同センターは「漁場の水

温が上昇しており、深く冷たい場所まで潜り、さ

お釣で漁獲しにくくなったり、例年通り東向きの

回遊で太平洋沖に出て、日本近海から離れる時

期」と説明。漁獲量は減少していくと予測する。

家計調査 ５月魚介支出４％増

カニ数量倍増 （7月4日になと新聞）

総務省が４日に発表した５月の家計調査によると、

食料品全体の支出額は前年同月比８％増の９万４

２０４円だった。魚介類全体の支出額は４％増の

６０４８円と増えた。生鮮魚介や塩干魚介、魚肉

ねり製品はいずれも金額が前年同月を上回った他、

生鮮魚介のうちイワシとカニの数量が大幅に増え

た。生鮮魚介は３％増の３３１５円だった。特に

イワシは数量が５６％増、金額が４６％増と伸長。

カニは数量が２・４倍、金額が３５％増と大きく

増えた。マグロは数量が４％増となり、金額は１

１％増の４９２円。カツオは１２％増の２０９円、

刺身盛り合わせは３％増の３３９円だった。支出

額が大きい生サケは数量が１１％減となった一方

で、金額が５％増の４５１円と増えた。ブリは１

３％減の１６９円、ホタテガイは３９％減の６８

円に落ち込んだ。

塩干魚介は４％増の１１２６円。そのうちタラコは１

０％増の１７３円、干しアジは７％増の４９円、塩サケ

は４％増の２１５円、シラス干しは４％増の１４３円で、

いずれも増加した。他の塩干魚介は２％増の５４６円

だった。魚肉ねり製品は４％増の６９２円と増えた。そ

のうち、ちくわが９％増の１８１円、かまぼこが５％増

の２２５円と増加。揚げかまぼこは３％減の１７８円と

減少した。 一般外食は１６％増の１万６９１５円に。

そのうち寿司は１９％増の１５４９円。弁当の寿司は

７％増の１３３７円だった。

コメ額８５％増 穀類は２７％増の８８３０円で、その

うちコメが８５％増の３５０８円と上昇した。肉類は

４％増の８６３５円、野菜・海藻は横ばいの９６６５円。

集計世帯数は７３２５世帯だった。

（右欄上に続きます）
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（右欄上に続きます）
円に落ち込んだ。

（右欄上に続きます）

〈流通・小売〉外食産業市場動向調査５月

売り上げ１１０.８％ （7月7日水産経済新聞）

日本フードサービス協会（久志本京子会長、ジェ

フ）がまとめた５月の外食産業市場動向調査によ

ると、大型連休はおおむね堅調で、一部大阪・関

西万博の効果もあり売り上げは前年比１１０・

８％となった。大型連休は飛び石となったものの、

むしろ近場での人出が増え、連休中の需要は堅調

に推移。連休明け以降の落ち込みも比較的少な

かった。インバウンド需要も引き続き好調で、大

阪周辺の繁華街やターミナル駅立地では大阪・関

西万博の集客がプラスに働いた。業態別にみると、

ファーストフード業態の売り上げは１１１・８％。

持ち帰り米飯・回転寿司は引き続き値上げの影響

で客数が伸び悩んだが、客単価の上昇で売り上げ

１０５・８％となった。ファミリーレストラン業

態の売り上げは１１０・４％。大型連休や母の日

などのハレ需要が例年通りの賑わいになったほか、

引き続き低価格業態や割得なセットメニューが好

調だった。パブ・居酒屋業態の売り上げは１０

４・８％。飲酒業態は月後半を中心に客足が戻り、

勢いのあるインバウンド需要と万博の集客効果も

あった。

〈流通・小売〉東京都区部小売価格５月

水産品目は値上げ優勢 （7月7日水産経済新聞）

東京都区部の２０２５年５月の小売価格動向によ

ると、水産関連品目は４月に比べて値上がり優勢

だった。 前月と比較して値上がりした主な水産

関連品目は、マグロ（中旬比０・８％高）、イカ

（７・３％高）、エビ（２・６％高）、塩サケ

（前月比３・５％高）、タラコ（３・２％高）、

カマボコ（０・５％高）、イクラ（１・７％高）、

寿司（弁当）０・５％高、焼き魚（２・７％高）

となった。一方、前月と比較して値下がりした主

な水産関連品目は生サケ（０・８％安）、ブリ

（０・８％安）、タコ（０・８％安）、ホタテ

（２・７％安）、干アジ（１・１％安）、ウナギ

蒲焼（０・１％安）などとなった。 （右欄上に続きます）

〈流通・小売〉チェーン協２５年５月水産２ヵ月

連続のプラスカツオやホタルイカ動く （7月7日水産経済新聞）

加盟企業が総合スーパー（ＧＭＳ）主体の日本

チェーンストア協会が発表した５月度の会員企業

の総販売額は、１兆５１５億７１５７万円（既存

店前年同月比４・６％増）だった。プラスは３か

月連続で食料品（６・９％増）を筆頭に、衣料品

（０・４％増）、住関品（１・７％増）いずれも

プラスだった。全体の７割の構成比を占める食料

品の販売額は７４１２億９８２万円で、２６か月

連続で前年超えとなった。また４月に続いてすべ

てのカテゴリーがプラスで、依然として惣菜

（６・７％増）と冷凍食品やコメなどを含むその

他食品（９・２％増）の売上高の伸びが目立った。

一方、水産品については１・２％増の５９５億９

１１７万円で、２か月連続でプラスが継続した。

刺身やタイ、カツオ、イワシ、アサリ、ホタルイ

カ、冷凍カニ・エビ、日持ちする干物や冷凍魚な

どはまずまず。対して主力の刺身盛り合わせや

サーモン、ウナギ、ホタテといった高単価の魚種

やレジャー関連のアユなどの動きは鈍かった。惣

菜は焼き魚といった温惣菜や寿司など全般的に好

調に推移した。その他食品では、ねり製品や高騰

が続くコメや代替需要の麺・パン類などは依然と

して金額が伸長した。

日本スーパーマーケット協会、オール日本スー

パーマーケット協会、全国スーパーマーケット協

会の流通３団体によるスーパーマーケット販売統

計調査２０２５年５月実績によると、総売上高１

兆９１５億８４０４万円（既存店前年比１０３・

６％）で、２７か月連続増だった。コメを含む一

般食品の値上げ効果に加え、惣菜・日配が堅調

だったほか、土曜日の1日増が寄与した。水産は仕

入が安定せず、横ばい。生鮮3部門合計は3654億5

465万円（101.0％）となっている。水産は893億77

60万円（100.0％）となった。加工品、冷凍加工品

は即食・簡便ニーズに支えられて好調に推移、惣

菜は1211億844万円（103.7’%増）となった。
（完）


